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含
む
九
十
三
名
が
参
加
し
、
盛

会
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

主
題
「
暦
と
祭
」
即
ち
、
我

々
の
先
祖
が
旧
暦
の
中
で
、
四

季
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
、
年

中
行
事
を
行
い
、
神
社
で
は
祭

事
を
執
り
行
っ
て
い
た
も
の
が
、

現
在
は
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し

て
お
り
、
歴
史
と
伝
統
の
町
、

鞆
の
浦
で
今
一
度
暦
を
見
直
し
、

祭
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
要
旨
の
も
と
本
会
は
、
祭

り
と
暦
の
関
係
を
中
心
に
、
研

修
い
た
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
地
元
の
伝
統
行
事

で
歓
迎
さ
れ
、
開
講
式
の
後
、

基
調
講
演
と
し
て
、
暦
の
会
会

長
・
文
化
女
子
大
学
教
授
の
岡

田
芳
朗
先
生
に
旧
暦
の
お
話
、

続
い
て
対
潮
楼
住
職
伊
藤
良
厳

先
生
の
講
話
の
後
、
地
元
伝
承

芸
能
を
鑑
賞
し
な
が
ら
懇
親
会
、

翌
日
は
、
沼
名
前
神
社
に
正
式

参
拝
し
、
歴
史
民
族
資
料
館
館

長
池
田
一
彦
先
生
の
瀬
戸
内
の

歴
史
と
文
化
の
講
演
、
そ
の
後
、

仙
酔
島
に
渡
り
親
光
鯛
網
の
見

学
を
し
、
閉
講
式
を
終
え
全
日

程
を
終
了
し
ま
し
た
。

大
東
亜
戦
争
終
結
五
十
周
年
特
別
事
業

「
英
霊
感
謝
祭
」
斎
行

鳥
取
神
青
通
信

氏
名
米
原
紀
昌

（
ヨ
ネ
ハ
ラ
ノ
リ
マ
サ
）

住
所
泊
村
泊
一
五
○
四
ｌ

奉
務
神
社灘

郷
神
社

趣
味
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ッ
等

神
職
と
し
て
は
十
年
余
り
の

経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
何
分
若

輩
者
で
、
何
か
と
諸
先
輩
方
に

は
神
楽
を
は
じ
め
、
諸
作
法
に

つ
い
て
も
、
御
教
授
い
た
だ
か

な
い
と
な
ら
な
い
こ
と
が
多
々

あ
る
か
と
存
じ
ま
す
の
で
、
御

指
導
賜
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

駈
込
筐
壜
魑
吐

閏
へ

a■ 1…~

判 ザ
闇 産錘酷
1 h繩4口ﾛ

圏董貨祭典終了後、参加者全員による記念撮影

氏
名
烏
谷
学

（
ト
ヤ
マ
ナ
ブ
）

住
所
郡
家
町
大
字
宮
谷
血

奉
務
神
社賀

茂
神
社

趣
味
音
楽
鑑
賞

京
都
よ
り
昨
年
、
自
社
の
賀

茂
神
社
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
が

神
職
に
は
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
者

平
成
七
年
八
月
二
十
七
日
、

鳥
取
県
護
国
神
社
に
於
い
て
大

東
亜
戦
争
終
結
五
十
周
年
特
別

事
業
、
「
英
霊
感
謝
祭
」
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
神
吉
の
主
催
に
よ

る
七
年
度
事
業
で
、
斎
主
は
永

江
則
英
宮
司
、
又
戸
板
重
昭
禰

宜
に
ご
奉
仕
頂
き
、
祭
員
に
は

神
冑
会
員
と
女
子
神
職
会
員
が

相
集
い
ま
し
た
。

時
刻
、
斎
服
を
着
装
さ
れ
た

永
江
宮
司
が
浄
衣
姿
の
祭
員
な

ら
び
に
御
参
列
頂
き
ま
し
た
方

々
と
共
に
参
進
さ
れ
、
御
神
楽

の
音
も
高
ら
か
に
祭
典
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。
神
餓
に
は
、
海

川
・
山
野
の
種
々
の
品
々
は
も

と
よ
り
、
各
単
位
会
よ
り
地
域

の
特
産
物
を
持
ち
寄
り
お
供
え

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

祭
典
は
厳
粛
な
る
内
に
執
り

会
長

副
会
長

〃″
理
事

″〃〃〃
監
事

〃

事
務
局

直
前
会
長

進
み

神
青
役
員
紹
介

〃シ 〃

平
和
の
礎
と
し
テ

第4号 松
山
直
也
（
東
）

田
中
倫
明
（
東
）

船
越
芳
昭
（
中
）

細
谷
博
高
（
西
）

青
砥
一
彦
（
西
）

池
本
靖
（
中
）

井
上
智
史
（
中
）

大
澤
祥
之
（
東
）

門
脇
豊
文
（
西
）

霧
林
敦
（
東
）

安
江
昌
史
（
西
）

湯
浅
真
巧
（
中
）

横
山
景
昭
（
東
）

遠
藤
隆
（
西
）

前
田
史
宣
（
中
）

宇
田
川
和
人
（
東
）

佐
々
木
克
秀
（
西
）

牙農行子

鳥取県神道青年会
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平成7年度決算及び8年度予算書

〔収入の部〕

で
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
健
頂
き
ま
す
様
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鳥
取
県
神
道
青
年
会

会
長
松
田

ま
ず
は
平
成
七
年
度
総
会
に

於
い
て
会
長
を
拝
命
す
る
こ
と

に
成
り
ま
し
た
、
役
員
共
々
ご

指
導
．
ご
鞭
催
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
戦
後
五
十
年
ま
た
、

神
道
青
年
会
も
創
立
三
十
年
を

過
ぎ
新
た
な
一
歩
を
歩
き
始
め

ま
し
た
。

時
代
は
物
か
ら
心
の
時
代
と

変
わ
っ
て
行
き
、
神
社
神
道
の

立
場
も
今
後
、
尚
一
層
重
要
な

責
任
、
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
成
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

り
座
す
護
国
の
英
霊
に
感
謝
の

誠
を
捧
げ
る
永
江
宮
司
の
祝
詞

が
快
晴
の
夏
空
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。
続
い
て
「
剣
の
舞
」
、

女
子
神
職
の
福
田
恭
子
・
山
中

庸
子
両
氏
に
よ
る
、
「
巫
女
の

舞
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
鳥

取
県
神
社
庁
長
松
田
幸
史
氏
を

は
じ
め
各
支
部
長
、
神
吉
Ｏ
Ｂ

八
年
度
事
業
に
向
か
っ
て

圃
團
圖
團

こ
の
た
び
通
信
第
四
号
を
発

一
の
よ
う
な
中
で
我
々
吉

一

包司

〔支出の部〕FTd

牛

‘;8年度予算額

30， 000円

20， 000円

50， 000円

1 50, 000円

25， 000円

57, 0001TI

30, 0001LI1

10， 000円

19, 000円

39 1 ． 000円

7年度決算額

30， 000円

19， 649円

50， 240円

1 7 1 ， 000円
23， 704円

57， 000円

30， 000円

10, 000円

0円

39 1 ． 593円

科 目

総会費
直
也 行

す
る
に
あ
た
り
、
地
域
で
ご

活
躍
の
神
職
の
中
か
ら
若
葦
会

会
員
で
あ
る
秋
本
氏
の
原
稿
を

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
と

か
く
事
業
報
告
で
埋
め
尽
く
さ

れ
が
ち
に
な
る
こ
の
通
信
で
す

が
、
青
年
神
職
個
々
そ
れ
ぞ
れ

の
現
状
や
思
い
を
伝
え
る
も
の

に
な
れ
ば
、
神
明
奉
仕
に
務
め

る
会
員
諸
氏
の
参
考
に
も
、
又

励
み
に
も
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
編
集
部

神
職
が
如
何
な
る
行
動
を
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
先

般
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
一
部

添
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
此
れ

等
を
も
と
に
今
後
の
研
修
、
事

業
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

し
て
頂
き
ま
し
た
先
輩
諸
氏
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
微
力
で
は
あ
る
が
時
代
を

担
う
青
年
神
職
と
し
て
行
動
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
共
、
尚
一
層
の
ご
指
導
。

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

↑
９
○

一

の
方
々
、
そ
し
て
神
青
役
員
が

玉
串
を
捧
げ
、
撤
撰
・
祭
主
一

拝
の
後
に
祭
典
は
滞
り
な
く
終

了
致
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
鳥
取
厚
生
年
金
会

館
に
於
い
て
神
道
青
年
会
総
会

が
開
会
さ
れ
、
役
員
改
選
に
て

松
田
直
也
氏
が
会
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

役員会費

事業費

対外派遣助成

事務費

神青協負担金

地区負担金

特別積立金

予備費

支出合計

》
鶴

零
で

息:科‘："勲目’鴬：

△擁:患灘費毒

助‘．成金

雑§:収繊入

繰：:越・金

患収愈入、合｡計

8年度予算額'；

108，000111

200， 000111

81 1 1'1

82， 1891リ

391，000FII

7年度決算額

108， 000円

200， 0()0円

39， 248円

126， 534円

473， 782円
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長
田
神
社
権
祢
宜

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
鳥
取
第
二
団
隊
長
秋
本
道
徳

吉
少
年
教
育
に
は
、
学
校
教
一
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
ス

育
・
家
庭
教
育
・
社
会
教
育
が
一
カ
ウ
ト
運
動
の
基
盤
と
し
て
信

あ
り
ま
す
が
、
学
校
教
育
は
あ
一
仰
を
奨
励
し
て
い
る
こ
と
は
、

く
ま
で
も
一
般
的
な
知
識
の
教
一
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と

授
が
主
で
あ
り
、
ま
た
家
庭
で
一
思
い
ま
す
。

の
教
育
は
し
つ
け
と
か
よ
い
生
一
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
は
三
つ

活
習
慣
な
ど
を
知
ら
ず
知
ら
ず
一
の
「
ち
か
い
」
と
い
う
も
の
が

の
う
ち
に
身
に
つ
け
さ
せ
て
ゆ
一
あ
り
ま
す
。
そ
の
第
一
条
に
「
神

く
も
の
で
し
ょ
う
。
社
会
教
育
一
（
仏
）
と
国
と
に
誠
を
尽
く
し

は
青
少
年
が
将
来
、
社
会
の
一
一
お
き
て
を
守
り
ま
す
」
と
あ
り
、

員
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
、
一
加
盟
員
が
明
確
な
る
信
仰
を
持

こ
れ
ま
た
重
要
な
教
育
内
容
を
一
つ
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

も
つ
も
の
で
あ
り
、
学
校
教
育
｜
こ
の
自
然
科
学
の
時
代
に
、
ス

で
え
ら
れ
な
い
知
識
と
技
能
や
、
一
カ
ウ
ト
運
動
が
信
仰
を
奨
励
し

家
庭
教
育
で
え
ら
れ
に
く
い
し
一
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ

つ
け
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
一
う
か
。
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
創
始

に
は
、
必
要
欠
く
こ
と
の
で
き
一
者
ベ
ー
デ
ン
パ
ウ
エ
ル
卿
は
次

な
い
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
一
の
様
に
言
っ
て
い
ま
す
。
「
君

現
代
の
傾
向
と
し
て
、
精
神
文
一
達
が
成
功
．
す
な
わ
ち
幸
福
・

化
よ
り
、
物
質
文
明
が
は
な
は
一
へ
の
歩
み
を
ふ
み
出
そ
う
と
す

だ
し
く
優
先
さ
れ
て
い
る
今
日
一
る
な
ら
ば
、
無
宗
教
な
イ
ヵ
サ

を
み
る
と
き
、
青
少
年
に
信
仰
一
マ
師
の
仲
間
に
ひ
き
入
れ
ら
れ

を
奨
励
す
る
宗
教
関
係
以
外
の
一
る
の
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
君
の

教
育
団
体
と
し
て
は
、
ボ
ー
イ
一
生
活
に
宗
教
的
基
盤
を
も
た
せ

ス
カ
ウ
ト
以
外
に
そ
の
例
を
み
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
神

唾
鰯
鯉
溌
ｖ
中

東
部
若
葦
会

東
部
若
葦
会
は
平
成
七
年
度

の
事
業
と
し
ま
し
て
、
昨
年
十
一

一
月
十
八
日
に
用
瀬
町
（
槻
光
一

物
産
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
会
一

員
十
一
名
の
参
加
に
よ
り
卓
上
一

研
修
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
一

こ
の
卓
上
研
修
会
は
、
東
部
一

若
葦
会
の
恒
例
事
業
の
一
つ
で
一

毎
年
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を
決
一

め
、
会
員
同
士
が
互
い
に
意
見
一

交
換
を
諮
り
、
更
に
は
新
し
い
一

発
見
を
見
つ
け
た
り
と
な
か
な
一

か
意
義
あ
る
研
修
会
で
す
。
↑

七
年
度
は
日
頃
、
神
社
奉
仕
一

し
て
い
く
上
で
考
え
ら
れ
て
い
－

る
こ
と
や
、
素
朴
な
疑
問
に
っ
一

い
て
を
、
当
日
出
席
者
に
提
出
一

し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
に
つ
一

い
て
討
議
を
進
め
て
い
き
ま
し
一

た
。
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
ま
す
一

と
、
地
鎮
祭
の
と
き
な
ど
の
四
一

方
清
め
の
方
法
、
忌
み
機
れ
の
一

期
間
・
取
扱
い
の
解
釈
、
ま
た
一

潔
斎
・
自
祓
の
方
法
等
々
で
今
一

後
神
社
奉
仕
を
し
て
い
く
上
で
一

←、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
信
仰

は
、
「
鎮

仕
」
を
記

鎮
霊
神

中
部
青
年
神
職
会
で
は
、

「
日
の
丸
パ
レ
ー
ド
」
・
「
建

国
祭
々
典
奉
仕
」
等
、
各
事
業

に
毎
年
取
り
組
み
、
又
何
か
を

記
念
し
た
事
業
を
単
年
度
で
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度

は
、
「
鎮
霊
神
社
秋
季
大
祭
奉

仕
」
を
記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

解
決
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
卓
上
研
修

会
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
ぐ
に
役
に
立
つ
事
柄
な
ど
に

つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で
す
べ
て
が

中
部
青
年
神
職
会

胃 : 報●

窪
鶏
蕊
簔
蒙
雲

社
（
前
田
定
彦
宮
司
）
一
睦
会
を
行
な
い
、
今
後

削

へ
餌巳 、、ー一ノ

研修風景

と
か
仏
に
対
す
る
尊
敬
の
念
は
、

こ
の
よ
う
に
ス
カ
ウ
ト
運
動
の

根
源
で
あ
り
、
今
日
に
お
い
て

ま
す
ま
す
そ
の
必
要
度
が
増
加

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ど
こ
の
国
の
ス
カ
ウ
ト

の
ち
か
い
に
も
、
そ
の
第
一
に

神
（
又
は
仏
・
宗
教
・
信
仰
）

に
誠
を
つ
く
し
…
…
と
い
う
決

意
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
供
達
に
「
幸
福
で
す
か
」
と

聞
い
た
時
、
何
と
答
え
る
で
し

ょ
う
か
。
何
を
幸
福
と
み
る
か

は
、
人
生
観
や
価
値
観
の
違
い

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
そ
の

人
生
観
や
価
値
観
を
決
め
る
の

に
最
も
大
切
な
力
は
信
仰
な
の

は
、
鳥
取
県
中
部
（
東
伯
郡
泊

村
よ
り
西
伯
郡
中
山
町
ま
で
）

の
出
生
者
で
、
戊
辰
戦
争
以
降

の
英
霊
の
御
霊
を
祀
る
、
鳥
取

県
中
部
地
区
の
遺
族
の
皆
様
の

心
の
寄
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い

る
神
社
で
す
。

鎮
霊
神
社
で
は
、
四
月
十
五

日
に
例
大
祭
、
十
月
二
十
日
に

秋
季
大
祭
と
、
二
つ
の
大
祭
が

執
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

四
月
十
五
日
の
例
大
祭
は
、
以

前
招
魂
祭
と
い
わ
れ
、
中
部
地

区
全
域
で
お
祭
一
色
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。

十
月
二
十
日
の
秋
季
大
祭

（
数
年
前
ま
で
は
、
八
月
十
五

日
で
夏
季
大
祭
）
で
は
、
中
部

青
年
神
職
会
の
会
員
が
、
祭
員

と
し
て
祭
典
奉
仕
を
し
、
宮
司

様
以
下
、
諸
先
輩
の
あ
た
た
か

い
眼
差
し
の
中
、
厳
正
な
祭
式

行
事
を
行
な
い
、
全
員
の
研
修

の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

祭
典
終
了
後
は
、
直
会
・
会

場
を
変
え
て
反
省
会
並
び
に
親

の
祭
式
一
校
等
の
職
場
か
ら

｢赤い羽根共同募金｣の奉仕活動

で
す
。
こ
の
意
味
で
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
連
動
の
成
立
す
る
背

景
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
の
は
、
神
ま
た
は
仏
に
対
す

る
信
仰
な
の
で
す
。
八
つ
の
お

き
て
の
中
の
一
つ
に
「
ス
カ
ウ

ト
は
誠
実
で
あ
る
」
と
い
う
条

文
が
あ
り
ま
す
。
現
在
多
く
の

教
宗
派
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

を
神
道
的
に
ひ
も
と
い
て
み
ま

す
と
、
神
道
で
最
も
大
切
に
す

る
も
の
に
「
ま
こ
と
」
が
あ
り

ま
す
。
「
明
き
浄
き
直
き
誠
の

心
」
と
い
う
言
葉
で
、
常
に
心

の
持
ち
方
、
生
活
の
態
度
の
基

本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
誠
実
と

は
こ
の
「
ま
こ
と
」
の
心
が
態

度
、
行
動
に
現
れ
た
も
の
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
「
ま
こ
と
」

は
人
間
の
精
神
の
最
も
純
粋
な

現
れ
で
あ
り
、
正
し
さ
や
信
頼

の
根
源
と
な
り
ま
す
。
「
ま
こ

と
」
は
和
を
導
き
、
す
べ
て
の

も
の
が
お
互
に
「
ま
こ
と
」
で

あ
れ
ば
、
世
界
は
平
和
で
す
。

ス
カ
ウ
ト
は
明
る
く
、
清
く
、

直
ぐ
、
正
し
い
誠
の
心
を
も
っ

て
神
や
人
や
、
す
べ
て
の
も
の

に
接
し
ま
す
。
ボ
ー
ィ
ス
ヵ
ウ

私
た
ち
西
部
青
年
神
職
会
で

は
、
毎
年
六
月
の
頃
に
、
史
跡

め
ぐ
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
研
修
と
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

西
部
青
神
一
年
間
の
行
事
の
中

で
も
、
大
事
な
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
も
、
何
年
も

前
の
先
輩
た
ち
か
ら
引
き
継
い

だ
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。

行
き
先
や
日
程
等
を
、
西
部

吉
神
の
会
員
で
企
画
し
、
会
員

の
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
ま
す
、
兼
職
と

し
て
日
本
交
通
に
勤
務
さ
れ
て

お
ら
れ
る
森
山
先
輩
に
、
観
光

バ
ス
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ

い
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
は
、
西
部
吉
神
の
会

員
、
Ｏ
Ｂ
、
そ
れ
に
一
般
の
参

加
者
で
す
。
一
般
参
加
者
は
、

会
員
が
氏
子
さ
ん
を
誘
っ
た
り
、

あ
る
い
は
、
兼
職
の
会
社
、
学

行
事
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
、

会
員
一
同
、
有
意
義
な
一
日
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

西
部
青
年
神
職
会

一

~

誘
っ
た
り
し
一
三
名

卜
運
動
の
根
源
の
一
端
を
述
べ

ま
し
た
が
、
次
代
を
担
う
青
少

年
達
の
た
め
に
我
々
は
何
を
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
紙

面
の
関
係
上
、
又
の
機
会
に
・
も

血
新
春
二
月
末
、
神
道
青
年
全

国
協
議
会
中
央
研
修
会
が
山
口

県
湯
田
温
泉
に
て
盛
大
に
行
わ

れ
た
。
鳥
取
県
か
ら
は
東
部
四

名
、
西
部
二
名
の
参
加
で
あ
っ

た
。
大
会
で
は
和
歌
を
テ
ー
マ

に
し
た
維
新
発
祥
の
古
都
山
口

な
ら
で
は
の
実
り
多
き
内
容
で

あ
っ
た
。

全
日
程
を
通
し
て
、
多
少
汗

ば
む
位
の
暑
さ
で
し
た
が
、
天

候
も
よ
く
、
鳥
取
か
ら
の
氏
吉

の
暑
さ
で
し
た
が
、
天

く
、
鳥
取
か
ら
の
氏
吉

…去
る
五
月
二
十
五
～
二
十
六

日
の
二
日
間
、
第
二
十
九
回
中

国
地
区
氏
子
青
年
・
神
道
青
年

会
合
同
研
修
会
が
、
広
島
県
福

山
市
鞆
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

て
、
参
加
者
を
募
っ
て
お
り
ま

す
。

こ
こ
３
～
４
年
で
め
ぐ
っ
た

と
こ
ろ
は
、
島
根
石
見
銀
山
、

物
部
神
社
、
岡
山
中
山
神
社
、

鳥
取
宇
部
神
社
、
本
年
は
、
広

島
吉
田
町
渭
神
社
で
し
た
。

毎
年
、
楽
し
い
一
日
で
す
。

（
西
部
神
吉
会
長
・
細
谷
）

神
青
協
中
央
研
修
会

「
暦
と
祭
」

神
青
五
名
の
計
八
名
を

鼠

写
Ｈ
ｆ
■
．
ｆ
■

中央研修会参加メンバー研修会の基調講演

ト
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長
田
神
社
権
祢
宜

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
鳥
取
第
二
団
隊
長
秋
本
道
徳

青
少
年
教
育
に
は
、
学
校
教
一
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
ス

育
・
家
庭
教
育
・
社
会
教
育
が
一
カ
ウ
ト
運
動
の
基
盤
と
し
て
信

あ
り
ま
す
が
、
学
校
教
育
は
あ
一
仰
を
奨
励
し
て
い
る
こ
と
は
、

く
ま
で
も
一
般
的
な
知
識
の
教
一
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と

授
が
主
で
あ
り
、
ま
た
家
庭
で
一
思
い
ま
す
。

の
教
育
は
し
つ
け
と
か
よ
い
生
一
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
は
三
つ

活
習
慣
な
ど
を
知
ら
ず
知
ら
ず
一
の
「
ち
か
い
」
と
い
う
も
の
が

の
う
ち
に
身
に
つ
け
さ
せ
て
ゆ
｝
あ
り
ま
す
。
そ
の
第
一
条
に
「
神

く
も
の
で
し
ょ
う
。
社
会
教
育
一
（
仏
）
と
国
と
に
誠
を
尽
く
し

は
青
少
年
が
将
来
、
社
会
の
一
一
お
き
て
を
守
り
ま
す
」
と
あ
り
、

貝
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
、
一
加
盟
員
が
明
確
な
る
信
仰
を
持

こ
れ
ま
た
重
要
な
教
育
内
容
を
一
つ
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

も
つ
も
の
で
あ
り
、
学
校
教
育
一
こ
の
自
然
科
学
の
時
代
に
、
ス

で
え
ら
れ
な
い
知
識
と
技
能
や
、
一
カ
ウ
ト
運
動
が
信
仰
を
奨
励
し

家
庭
教
育
で
え
ら
れ
に
く
い
し
一
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
で
し
よ

つ
け
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
一
う
か
。
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
創
始

に
は
、
必
要
欠
く
こ
と
の
で
き
一
者
ベ
ー
デ
ン
パ
ウ
エ
ル
卿
は
次

な
い
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
一
の
様
に
言
っ
て
い
ま
す
。
「
君

現
代
の
傾
向
と
し
て
、
精
神
文
一
達
が
成
功
・
す
な
わ
ち
幸
福
・

化
よ
り
、
物
質
文
明
が
は
な
は
一
へ
の
歩
み
を
ふ
み
出
そ
う
と
す

だ
し
く
優
先
さ
れ
て
い
る
今
日
一
る
な
ら
ば
、
無
宗
教
な
イ
カ
サ

を
み
る
と
き
、
青
少
年
に
信
仰
一
マ
師
の
仲
間
に
ひ
き
入
れ
ら
れ

を
奨
励
す
る
宗
教
関
係
以
外
の
一
る
の
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
君
の

教
育
団
体
と
し
て
は
、
ボ
ー
イ
一
生
活
に
宗
教
的
基
盤
を
も
た
せ

ス
カ
ウ
ト
以
外
に
そ
の
例
を
み
｜
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
神

後
神
社
奉
仕
を
し
て
い
く
上

鰄
鵬
譲
密
・
》
》
》
中
斗
回
一

一
す
《

東
部
若
葦
会
一
つ
￥

東
部
若
葦
会
は
平
成
七
年
度
一
ｍ

切
吋
樺
畦
匪
辱
恥
織
町
誹
辨
耕
一
鐸》

物
産
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
会
一

員
十
一
名
の
参
加
に
よ
り
卓
上
一

ゞ
》

研
修
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
一

こ
の
卓
上
研
修
会
は
、
東
部
一

若
葦
会
の
恒
例
事
業
の
一
つ
で
一

毎
年
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を
決
二
蕊

め
、
会
員
同
士
が
互
い
に
意
見
一
解
端

交
換
を
諮
り
、
更
に
は
新
し
い
一
ん
ぷ

発
見
を
見
つ
け
た
り
と
な
か
な
一
会
（

か
意
義
あ
る
研
修
会
で
す
。
｜
き
た

七
年
度
は
日
頃
、
神
社
奉
仕
一

し
て
い
く
上
で
考
え
ら
れ
て
い
一

る
こ
と
や
、
素
朴
な
疑
問
に
っ
一
山

い
て
を
、
当
日
出
席
者
に
提
出
一
市

し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
に
つ
一
「
口

い
て
討
議
を
進
め
て
い
き
ま
し
一
国
建

た
・
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
ま
す
一
に
缶

と
、
地
鎮
祭
の
と
き
な
ど
の
四
一
記
今

方
清
め
の
方
法
、
忌
み
機
れ
の
一
施
Ｉ

期
間
・
取
扱
い
の
解
釈
、
ま
た
｝
は
、

潔
斎
・
自
祓
の
方
法
等
々
で
今
一
仕
一

中
解
決

す
ぐ中

/宇宇〒、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
信
仰

で
一
鎮
霊
神
社

部
青
年
神
職
会
で
は
、

「
日
の
丸
パ
レ
ー
ド
」
・
「
建

国
祭
々
典
奉
仕
」
等
、
各
事
業

に
毎
年
取
り
組
み
、
又
何
か
を

記
念
し
た
事
業
を
単
年
度
で
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度

は
、
「
鎮
霊
神
社
秋
季
大
祭
奉

仕
」
を
記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
卓
上
研
修

会
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

に
役
に
立
つ
事
柄
な
ど
に

つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で
す
べ
て
が

部
青
年
神
職
会

（
前
田
定
彦
宮
司
）

へ一
、ーノ

研修風景

缶
溌
溌

は
、
鳥
取
県
中
部
（
東
仙
郡
泊

村
よ
り
西
伯
郡
中
山
町
ま
で
）

の
出
生
者
で
、
戊
辰
戦
争
以
降

の
英
霊
の
御
霊
を
祀
る
、
鳥
取

県
中
部
地
区
の
遺
族
の
皆
様
の

心
の
寄
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い

る
神
社
で
す
。

鎮
霊
神
社
で
は
、
四
月
十
五

日
に
例
大
祭
、
十
月
二
十
日
に

秋
季
大
祭
と
、
二
つ
の
大
祭
が

執
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

四
月
十
五
日
の
例
大
祭
は
、
以

前
招
魂
祭
と
い
わ
れ
、
中
部
地

区
全
域
で
お
祭
一
色
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。

十
月
二
十
日
の
秋
季
大
祭

（
数
年
前
ま
で
は
、
八
月
十
五

日
で
夏
季
大
祭
）
で
は
、
中
部

青
年
神
職
会
の
会
員
が
、
祭
員

と
し
て
祭
典
奉
仕
を
し
、
宮
司

様
以
下
、
諸
先
輩
の
あ
た
た
か

い
眼
差
し
の
中
、
厳
正
な
祭
式

行
事
を
行
な
い
、
全
員
の
研
修

の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

祭
典
終
了
後
は
、
直
会
・
会

場
を
変
え
て
反
省
会
並
び
に
親

睦
会
を
行
な
い
、
今
後
の
祭
式

と
か
仏
に
対
す
る
尊
敬
の
念
は
、

こ
の
よ
う
に
ス
カ
ウ
ト
連
動
の

根
源
で
あ
り
、
今
日
に
お
い
て

ま
す
ま
す
そ
の
必
要
度
が
増
加

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ど
こ
の
国
の
ス
カ
ウ
ト

の
ち
か
い
に
も
、
そ
の
第
一
に

神
（
又
は
仏
・
宗
教
、
信
仰
）

に
誠
を
つ
く
し
。
…
・
・
と
い
う
決

意
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
供
達
に
「
幸
福
で
す
か
」
と

聞
い
た
時
、
何
と
答
え
る
で
し

ょ
う
か
。
何
を
幸
福
と
み
る
か

は
、
人
生
観
や
価
値
観
の
違
い

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
そ
の

人
生
観
や
価
値
観
を
決
め
る
の

に
最
も
大
切
な
力
は
信
仰
な
の｢赤い羽根共同募金｣の奉仕活動

で
す
。
こ
の
意
味
で
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
運
動
の
成
立
す
る
背

景
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
の
は
、
神
ま
た
は
仏
に
対
す

る
信
仰
な
の
で
す
。
八
つ
の
お

き
て
の
中
の
一
つ
に
「
ス
カ
ウ

ト
は
誠
実
で
あ
る
」
と
い
う
条

文
が
あ
り
ま
す
。
現
在
多
く
の

教
宗
派
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

を
神
道
的
に
ひ
も
と
い
て
み
ま

す
と
、
神
道
で
最
も
大
切
に
す

る
も
の
に
「
ま
こ
と
」
が
あ
り

ま
す
。
「
明
き
浄
き
直
き
誠
の

心
」
と
い
う
言
葉
で
、
常
に
心

の
持
ち
方
、
生
活
の
態
度
の
基

本
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
誠
実
と

は
こ
の
「
ま
こ
と
」
の
心
が
態

度
、
行
動
に
現
れ
た
も
の
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
「
ま
こ
と
」

は
人
間
の
精
神
の
最
も
純
粋
な

現
れ
で
あ
り
、
正
し
さ
や
信
頼

の
根
源
と
な
り
ま
す
。
「
ま
こ

と
」
は
和
を
導
き
、
す
べ
て
の

も
の
が
お
互
に
「
ま
こ
と
」
で

あ
れ
ば
、
世
界
は
平
和
で
す
。

ス
カ
ウ
ト
は
明
る
く
、
清
く
、

直
ぐ
、
正
し
い
誠
の
心
を
も
っ

て
神
や
人
や
、
す
べ
て
の
も
の

に
接
し
ま
す
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

校
等
の
職
場

私
た
ち
西
部
青
年
神
職
会
で

は
、
毎
年
六
月
の
頃
に
、
史
跡

め
ぐ
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
研
修
と
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

西
部
胄
神
一
年
間
の
行
事
の
中

で
も
、
大
事
な
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
も
、
何
年
も

前
の
先
輩
た
ち
か
ら
引
き
継
い

だ
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。

行
き
先
や
日
程
等
を
、
西
部

青
神
の
会
員
で
企
画
し
、
会
員

の
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
ま
す
、
兼
職
と

し
て
日
本
交
通
に
勤
務
さ
れ
て

お
ら
れ
る
森
山
先
輩
に
、
観
光

バ
ス
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ

い
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
は
、
西
部
冑
神
の
会

員
、
Ｏ
Ｂ
、
そ
れ
に
一
般
の
参

加
者
で
す
。
一
般
参
加
者
は
、

会
員
が
氏
子
さ
ん
を
誘
っ
た
り
、

あ
る
い
は
、
兼
職
の
会
社
、
学

行
事
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
、

会
員
一
同
、
有
意
義
な
一
日
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

西
部
青
年
神
職
会

へ
へ

か
ら
誘
っ
た
り
し
一
三
名
・
神

卜
運
動
の
根
源
の
一
端
を
述
べ

ま
し
た
が
、
次
代
を
担
う
青
少

年
達
の
た
め
に
我
々
は
何
を
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
紙

面
の
関
係
上
、
又
の
機
会
に
・
・
↑

神
青
協
中
央
研
修
会

新
春
二
月
末
、
神
道
青
年
全

国
協
議
会
中
央
研
修
会
が
山
口

県
湯
田
温
泉
に
て
盛
大
に
行
わ

れ
た
。
鳥
取
県
か
ら
は
東
部
四

名
、
西
部
二
名
の
参
加
で
あ
っ

た
。
大
会
で
は
和
歌
を
テ
ー
マ

に
し
た
維
新
発
祥
の
古
都
山
口

な
ら
で
は
の
実
り
多
き
内
容
で

あ
っ
た
。

全
日
程
を
通
し
て
、
多
少
汗

ば
む
位
の
暑
さ
で
し
た
が
、
天

候
も
よ
く
、
鳥
取
か
ら
の
氏
青

暑
さ
で
し
た
が
、
天

、
鳥
取
か
ら
の
氏
青

去
る
五
月
二
十
五
～
二
十
六

日
の
二
日
間
、
第
二
十
九
回
中

国
地
区
氏
子
青
年
・
神
道
青
年

会
合
同
研
修
会
が
、
広
島
県
福

山
市
鞆
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

て
、
参
加
者
を
募
っ
て
お
り
ま

す
。

こ
こ
３
～
４
年
で
め
ぐ
っ
た

と
こ
ろ
は
、
島
根
石
見
銀
山
、

物
部
神
社
、
岡
山
中
山
神
社
、

鳥
取
宇
部
神
社
、
本
年
は
、
広

島
吉
田
町
情
神
社
で
し
た
。

毎
年
、
楽
し
い
一
日
で
す
。

（
西
部
神
吉
会
長
・
細
谷
）

「
暦
と
祭
」

青
五
名
の
計
八
名
を 研修会の基調講演
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含
む
九
十
三
名
が
参
加
し
、
盛

会
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

主
題
「
暦
と
祭
」
即
ち
、
我

々
の
先
祖
が
旧
暦
の
中
で
、
四

季
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
、
年

中
行
事
を
行
い
、
神
社
で
は
祭

事
を
執
り
行
っ
て
い
た
も
の
が
、

現
在
は
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し

て
お
り
、
歴
史
と
伝
統
の
町
、

鞆
の
浦
で
今
一
度
暦
を
見
直
し
、

祭
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
要
旨
の
も
と
本
会
は
、
祭

り
と
暦
の
関
係
を
中
心
に
、
研

修
い
た
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
地
元
の
伝
統
行
事

で
歓
迎
さ
れ
、
開
講
式
の
後
、

基
調
講
演
と
し
て
、
暦
の
会
会

長
・
文
化
女
子
大
学
教
授
の
岡

田
芳
朗
先
生
に
旧
暦
の
お
話
、

続
い
て
対
潮
楼
住
職
伊
藤
良
厳

先
生
の
講
話
の
後
、
地
元
伝
承

芸
能
を
鑑
賞
し
な
が
ら
懇
親
会
、

翌
日
は
、
沼
名
前
神
社
に
正
式

参
拝
し
、
歴
史
民
族
資
料
館
館

長
池
田
一
彦
先
生
の
瀬
戸
内
の

歴
史
と
文
化
の
講
演
、
そ
の
後
、

仙
酔
島
に
渡
り
親
光
鯛
網
の
見

学
を
し
、
閉
講
式
を
終
え
全
日

程
を
終
了
し
ま
し
た
。

大
東
亜
戦
争
終
結
五
十
周
年
特
別
事
業

「
英
霊
感
謝
祭
」
斎
行

鳥
取
神
青
遜
信

氏
名
米
原
紀
昌

（
ヨ
ネ
ハ
ラ
ノ
リ
マ
サ
）

住
所
泊
村
泊
一
五
○
四
’
一

奉
務
神
社灘

郷
神
社

趣
味
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ッ
等

神
職
と
し
て
は
十
年
余
り
の

経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
何
分
若

輩
者
で
、
何
か
と
諸
先
輩
方
に

は
神
楽
を
は
じ
め
、
諸
作
法
に

つ
い
て
も
、
御
教
授
い
た
だ
か

な
い
と
な
ら
な
い
こ
と
が
多
々

あ
る
か
と
存
じ
ま
す
の
で
、
御

指
導
賜
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

駈
区
筐
壜
魑
瞳

燭
一

へ

祭典終了後、参加者全員による記念撮影

氏
名
鳥
谷
学

（
ト
ヤ
マ
ナ
ブ
）

住
所
郡
家
町
大
字
宮
谷
五
二

奉
務
神
社賀

茂
神
社

趣
味
音
楽
鑑
賞

京
都
よ
り
昨
年
、
自
社
の
賀

茂
神
社
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
が

神
職
に
は
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
者

平
成
七
年
八
月
二
十
七
日
、

鳥
取
県
護
国
神
社
に
於
い
て
大

東
亜
戦
争
終
結
五
十
周
年
特
別

事
業
、
「
英
霊
感
謝
祭
」
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
神
青
の
主
催
に
よ

る
七
年
度
事
業
で
、
斎
主
は
永

江
則
英
宮
司
、
又
戸
板
重
昭
禰

宜
に
ご
奉
仕
頂
き
、
祭
員
に
は

神
青
会
員
と
女
子
神
職
会
員
が

相
集
い
ま
し
た
。

時
刻
、
斎
服
を
着
装
さ
れ
た

永
江
宮
司
が
浄
衣
姿
の
祭
員
な

ら
び
に
御
参
列
頂
き
ま
し
た
方

々
と
共
に
参
進
さ
れ
、
御
神
楽

の
音
も
高
ら
か
に
祭
典
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。
神
餓
に
は
、
海

川
・
山
野
の
種
々
の
品
々
は
も

と
よ
り
、
各
単
位
会
よ
り
地
域

の
特
産
物
を
持
ち
寄
り
お
供
え

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

祭
典
は
厳
粛
な
る
内
に
執
り

副会

″〃″″〃″
監
事

″

事
務
局

直
前
会
長

理
事

〃

進
み
、
平
和
の
礎
と
し
て

〃会 神
青
役
員
紹
介

長長

第4号 松
田
直
也
（
東
）

田
中
倫
明
（
東
）

船
越
芳
昭
（
中
）

細
谷
博
高
（
西
）

青
砥
一
彦
（
西
）

池
本
靖
（
中
）

井
上
智
史
（
中
）

大
澤
祥
之
（
東
）

門
脇
豊
文
（
西
）

霧
林
敦
（
東
）

安
江
昌
史
（
西
）

湯
浅
真
巧
（
中
）

横
山
景
昭
（
東
）

遠
藤
隆
（
西
）

前
田
史
宣
（
中
）

宇
出
川
和
人
（
東
）

佐
々
木
克
秀
（
西
）

発行元

鳥取県神道青年会

編集

若 策 会鎮
ま
－
こ
の
よ
う
な
中
で
我
々
冑

平成7年度決算及び8年度予算書

〔収入の部〕

で
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
健
頂
き
ま
す
様
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

；

鳥
取
県
神
道
青
年
会

会
長
松
田

ま
ず
は
平
成
七
年
度
総
会
に

於
い
て
会
長
を
拝
命
す
る
こ
と

に
成
り
ま
し
た
、
役
員
共
々
ご

指
導
。
ご
鞭
燵
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
戦
後
五
十
年
ま
た
、

神
道
青
年
会
も
創
立
三
十
年
を

過
ぎ
新
た
な
一
歩
を
歩
き
始
め

ま
し
た
。

時
代
は
物
か
ら
心
の
時
代
と

変
わ
っ
て
行
き
、
神
社
神
道
の

立
場
も
今
後
、
尚
一
層
重
要
な

責
任
、
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
成
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

り
座
す
護
国
の
英
霊
に
感
謝
の
一
の
方
々
、
そ
し
て
神
吉
役
員
が

誠
を
捧
げ
る
永
江
宮
司
の
祝
詞
一
玉
串
を
捧
げ
、
撤
撰
・
祭
主
一

が
快
晴
の
夏
空
に
響
き
渡
り
ま
一
拝
の
後
に
祭
典
は
滞
り
な
く
終

し
た
。
続
い
て
「
剣
の
舞
」
、
一
了
致
し
ま
し
た
。

女
子
神
職
の
福
田
恭
子
・
山
中
一
こ
の
後
、
鳥
取
厚
生
年
金
会

庸
子
両
氏
に
よ
る
、
「
巫
女
の
一
館
に
於
い
て
神
道
青
年
会
総
会

舞
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
烏
一
が
開
会
さ
れ
、
役
員
改
選
に
て

取
県
神
社
庁
長
松
田
幸
史
氏
を
一
松
田
直
也
氏
が
会
長
に
就
任
さ

は
じ
め
各
支
部
長
、
神
吉
Ｏ
Ｂ
一
れ
ま
し
た
。

八
年
度
事
業
に
向
か
っ
て

圃
團
圖
國

こ
の
た
び
通
信
第
四
号
を
発

零
一

一

支出の部〕先

印

7年度決算額一

30， 000円

1 9, 649円

50， 240円

1 71,000円

23， 704円

57， 000円

30， 000円

10. 000円

(）4門

00円

()0円

()0円

8年度予算額

30， 000円

20， 000円

50, 000円

150, 000円

25， 000円

57， 000円

30， 000円

10, 000円

1 9, 000円

391 ， 000円

科 日

総会

役員会

事業

直
也也

費
一
費
一
費

行
す
る
に
あ
た
り
、
地
域
で
ご

活
躍
の
神
職
の
中
か
ら
若
葦
会

会
員
で
あ
る
秋
本
氏
の
原
稿
を

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
と

か
く
事
業
報
告
で
埋
め
尽
く
さ

れ
が
ち
に
な
る
こ
の
通
信
で
す

が
、
青
年
神
職
個
々
そ
れ
ぞ
れ

の
現
状
や
思
い
を
伝
え
る
も
の

に
な
れ
ば
、
神
明
奉
仕
に
務
め

る
会
員
諸
氏
の
参
考
に
も
、
又

励
み
に
も
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
編
集
部

蕊
識
灘
霞
灘
鏑
蕊
当

神
職
が
如
何
な
る
行
動
を
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
先

般
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
一
部

添
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
此
れ

等
を
も
と
に
今
後
の
研
修
、
事

業
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

し
て
頂
き
ま
し
た
先
輩
諸
氏
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
微
力
で
は
あ
る
が
時
代
を

担
う
青
年
神
職
と
し
て
行
動
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
共
、
尚
一
屑
の
ご
指
導
．

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

￥
ｄ
／
０

;戦
色 崎

浬噂
雰群 対外派遣助成

事 務 費

0円

93円

神青協負担金

地区負担金

特別槙立金

予備．賛

支出合計 53 9 1

科。 目
へ

費云

肋4 成濁金崇

雑＃収;一参 入

繰､"越簿金

#収入合計

"患8年度予算額

108．000円

2（）0， （)00円

811円

82， 189円

391， 000円

7年度決算額

108，0 （）0円

200， 00（)円

39，248円

126， 534円

473， 782円


